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会員の交流促進と支え合う地域づくり

第2回定例会は6月7日（火）開会

　新型コロナウイルス対策のため傍聴は
10席となっております。発熱等症状が
おありの方は、ご遠慮ください。

町議会広報広聴常任委員会では、
「住みやすい町を目指して」

活動されている方や団体で、このコーナーに
掲載してくださる方を募集しています。
　希望される方は下記までご連絡ください。

　このコーナーのテーマを、自治会関係者の立場
として記述させていただきます。
　それぞれの自治会は、その地域の特性に合った
自治会活動を行っておられます。

出来ることから
　中央では、会員相互のコミュニケーションが
あって、日頃の近所付き合いが気軽に取れて、地
域内での支え合いが、非常時にもつながる地域を
目指しています。
　しかし、我が自治会は世帯数
80余の小規模で少ない役員数
では活動に限界があることから、
出来ることから取り組んでいま
す。

つなげる・つなぐ
　コロナ禍も3年目に入り、自
粛生活も長引き、感染防止から
活動は、お花見・納涼夏祭り・
側溝清掃・レクレーション等の事業中止が余儀な
くされています。
　それでも、この2年間、地域集会施設を持たな
い中央では、町の協力をいただき、町生涯学習セ
ンターをお借りして、総会と防災訓練は展示ホー
ルでソーシャルディスタンスを取って開催しまし
た。
　また、感染の合間をぬって、紙芝居や音楽等を
楽しむ「秋の集い」では、野外の青空広場でなん
とか開催し、もちろん、役員と準備してキメ細か

な感染防止策を講じることで、昨秋は小さなお子
さんから高齢者まで110名余の参加を得て、そ
こには皆さんの笑顔と楽しい会話がありました。
コロナ禍でも最低限の非常時の備えや会員の交流
をつなげて来ています。
　その他にも、町出前型介護予防事業を活用して
講師を招き、各種講座や健康体操教室を開催する
ことで高齢者の日常的生活支援や健康維持の介護
予防活動を行っています。
　また、環境美化事業でも町生涯学習センターで

花の植栽活動を行い、センター
を訪れる方々に年間を通しての
おもてなしも8年目になりまし
た。

自治会存続への懸念
　自治会に求められる役割は防
災・災害発生時の対応等含め国
県市町が描く地域の仕組みの中
で、益々多くなって来ています。

　自治会では、若手や女性の登用等様々知恵を出
しながらも何とか踏ん張っています。しかし、運
営の参考にと情報収集や交換をしようにも近隣市
町や国県等との自治会ネットワークが無く、議員
さん達と異なり視察の機会も与えられず、役員の
担い手不足もあって存続を危惧する自治会が多い
のが実情です。
　町も議会も最近は机上の町政運営感があり、ぜ
ひ足元の地域の現場にも目を向けてくださるよう
に願うものです。

中央 秋の集い


